
　
世
に
推
古
朝
遺
文
と
言
わ
れ
て

い
る
文
に
「
法
隆
寺
　

金
堂
薬
師

如
来
坐
像
光
背
銘｣

が
あ
り
、
古

代
日
本
語
を
研
究
し
て
い
る
方
は

此
の
文
章
の
語
法
に
つ
い
て
意
見

を
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
私
見
を
述

べ
る
必
要
上
こ
の
碑
文
を
記
し
て

お
く
こ
と
に
す
る
。
旧
漢
字
で
書

か
れ
て
い
る
が
旧
漢
字
が
必
要
と

は
思
わ
れ
な
い
の
で
新
漢
字
体
で

表
記
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
池
辺
大
宮
治
天
下
天
皇
大
御
身

　
労
賜
時
蔵

　
次
丙
午
年
召
於
大
王
天
皇
与
太

　
子
而
誓
願
賜
我
大
御
病
太
平
欲

　
坐
故
將
造
寺
薬
師
蔵
作
仕
奉
詔

　
然

　
当
時
崩
賜
造
不
堪
者
小
治
田
大

　
宮
治
天
下
大
王
天
皇
及
春
官
聖

　
王
大
命
受
賜
而
歳
次
丁
卯
年
仕

　
奉

　
こ
の
碑
文
の
中
で
特
に
注
目
し

た
い
の
は
。

　
　
形
　

大
御
身
労
賜
（
二
行
目
）

　
　
穴
　
誓
願
賜
（
四
行
目
）

　
　
警
　

薬
師
蔵
作
（
五
行
目
）

　
　
荊
　

崩
賜
（
四
行
目
）

　
　
芸
　
不
堪
者
（
四
行
目
）

　
　
鶏
　

大
命
受
賜
（
五
行
目
）

　
の
六
ヶ
所
で
あ
る
。

　
古
代
の
日
本
で
の
文
章
表
記
に

渡
来
者
が
係
わ
っ
た
よ
う
に
古
朝

鮮
で
も
「
漢
文
」の
表
記
の
文
中
に

朝
鮮
的
表
記
が
見
ら
れ
る
。
そ
の

文
は
「
南
山
新
城
碑
」（
　
　
）の
中
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の
一
部
分
で
あ
る
が
全
く
同
じ
文

言
で
六
ヶ
所
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。

　
辛
亥
年
二
月
廿
六
日
南
山
新
城

作
節
如
法
以
作

　
後
三
年
崩
破
者
罪
教
事
爲
聞
教

　
令
誓
事
之

　
こ
の
碑
文
に
は
、

　
　
罫
　

新
城
作
（
一
行
目
）

　
と
朝
鮮
語
の
用
法
で
書
か
れ
て

　
い
る
。
漢
文
な
ら
ば
「
作
」
が
初

　
め
に
書
か
れ
「
作
新
城
」の
形
式

　
に
な
る
。
こ
の
表
記
法
は
渡
来

　
人
を
通
し
て
日
本
に
伝
わ
っ
た

　
と
考
え
ら
れ
る
。前
述
の
「
警
の

　
作
」の
用
法
で
あ
る
。

　
　
経
　

節
（
一
行
目
）

　
　

「
時
」
を
表
す
語
で
朝
鮮
漢
文

　
　
で
は
常
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
欠
　

崩
破
者

　
　
「
者
」
漢
字
は
「
も
の
、
こ
と
、」

　
は
（
助
字
）
等
の
用
法
で
使
用
は

　
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
中

　
国
の
『
古
書
虚
字
集
釈
』に
（
前

　
略
）「
田
耕
則
粟
多
、
粟
多
則
国

    

   　
　

   

国
富
、
国
富
者
兵
強
、兵
強
者
戦

　
勝
　
戦
勝
者
地
廣
と
あ
り
、「
者
」

　
「
者
」「
則
」
互
訓
と
言
わ
れ
、
こ

　
の
確
定
用
法
が
朝
鮮
に
伝
わ
り

　
更
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
と
考
え

　
ら
れ
る
。

　
　
本
論
か
ら
少
し
外
れ
る
こ
と

　
に
な
る
が
疑
問
に
思
わ
れ
る
説

　
が
欠
「
崩
破
者
」（
二
行
目
）に
見

　
る
。
そ
れ
は
「「
崩
破
者
」
を
「
崩

　
破
す
れ
ば
」と
訓
ま
ず
「
崩
破
ス

　
ル
者
ハ
」と
訓
む
説
が
あ
り
、
こ

　
の
碑
文
を
扱
う
研
究
者
の
殆
ど

　
ん
が
こ
の
説
に
従
っ
て
い
る
よ

　
う
に
見
え
る
が
問
題
で
あ
る
よ

　
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
碑
文
は
新
羅
の
首
都
を
外

敵
の
侵
入
か
ら
防
ぐ
べ
く
南
山
の

広
大
な
地
に
同
じ
文
で
六
ヶ
所
に

示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も

「
法
」（
今
で
言
う
な
ら
「
設
計
図
」）

の
通
り
に
作
ら
れ
た
新
城
で
あ
る
。

城
が
出
来
て
三
年
後
に
城
を
崩
す

「
者
」
が
現
れ
る
の
か
原
因
が
不
明

で
あ
る
。

　
こ
こ
の
「
者
」
は
「
人
物
」で
な
く

「
確
定
の
助
詞
」に
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。「
法
の
通
り
」に
作
っ

た
城
が
三
年
で
く
ず
れ
（
崩
）
こ
わ

れ
（
破
）の
は
工
事
の
時
、
ど
こ
か

で
手
抜
き
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

と
予
想
さ
れ
る
。

　
「
万
一
そ
の
よ
う
な
事
が
あ
れ

ば
「
罪
に
な
る
ぞ
」
と
教
え
さ
せ
そ

う
し
な
い
よ
う
誓
わ
せ
る
」内
容

の
文
で
あ
る
、と
考
え
て
み
た
。

　
　
蛍
　

教

　
漢
文
で
は
「
教
え
て
さ
せ
る
」の

　
場
合
使
役
の
助
動
詞
で
あ
る
が

　
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
辞
で
あ

　
る
。朝
鮮
漢
文
で
も
滅
多
に
も

　
散
ら
れ
な
い
。
日
本
漢
文
と
も

　
共
通
性
は
希
薄
で
あ
る
。

　
因
み
に
、

　
崩
破
者
罪
教
事
爲
聞
令
誓
事
之

の
文
を
仮
に
訓
読
す
れ
ば
、

　
崩
破
ス
レ
バ
罪
ト
教
エ
シ
ム
ル

事
ト
シ
聞
カ
シ
メ
（
手
抜
キ
セ
ヌ

事
ヲ
）誓
ハ
シ
ム
ル
コ
ト
ナ
リ
。

　
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
論
を
「
賜
」に
も
ど
す
が
古
朝
鮮

で
は
目
上
の
者
に
対
す
る
尊
敬
辞

の
漢
字
に
「
賜
」（
　
）
を
用
い
る
が

ｓｉ

日
本
で
記
録
の
役
に
携
わ
る
渡
来

人
も
目
上
の
者
に
対
す
る
尊
敬
の

補
助
辞
に
は
本
国
と
同
じ
「
賜
」
漢

字
を
用
い
た
。そ
し
て
古
来
の
日

本
語
「
た
ま
ふ
」
を
訓
と
し
て
使
用

し
た
。
先
に
示
し
た
形
穴
荊
鶏
の

「
賜
」
は
全
て
「
た
ま
ひ
」
と
訓
じ
る
。

　
古
朝
鮮
で
の
尊
敬
辞
「
賜
」
は
日

本
に
「
同
じ
漢
字
」で
伝
わ
り
「
同

じ
尊
敬
辞
」と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
で
　
年
度
オ
ン
ラ
イ
ン
に

’22

よ
る
招
待
講
演
を
終
え
た
。
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